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主な内容

1. 第1四半期連結業績概要

2. 連結業績予想の修正について
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1-1.　第１四半期連結業績概要　

（単位：百万円、％）

2010年3月期 2011年3月期 対前期比増減

1Q 1Q 額 率

売上高 6,726 7,974 1,248 18.6%

営業利益 △550 216 766 -

利益率 △8.2% 2.7% - -

経常利益 △622 14１ 763 -

利益率 △9.3% 1.8% - -

純利益 △515 164 679 -

利益率 △7.7% 2.1% - -
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1-2.  第1四半期連結業績のポイント　

◆対前年同期比では大幅な増収・増益
売上高は対前年同期比18.6%増、売上増加に伴う利益の増加や合理化によ　

 　　　　　る固定費削減効果から、収益は大幅な改善。経営効率化により、四

 半期純利益は、リーマンショック前の08年4～6月期を上回った。

◆前第4四半期（10年1~3月）よりもさらに業績改善
前第2四半期以降の業績回復基調が継続、売上高・四半期純利益とも直前

 の四半期（10年1～3月期）よりもさらに改善。

◆ヒンジ以外の３事業で業績改善
ＯＡ機器や自動車向け製品の需要回復が進み、国内および海外で精密ば　

 ね事業とプラスチック事業の業績が改善。モーター事業も新製品の販売好調

 から収益が回復。一方、ヒンジ事業は海外携帯電話向けの売上減少や、ＰＣ

 向けの販売不振から、対前年同期比で減収・減益。　
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1-3.　第1四半期業績推移（連結）
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1-4.　四半期別業績推移（連結）
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1-5.　事業別売上高・営業利益（新セグメントベース）
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＜前第1Qからの変動要因＞
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・国内・海外ともOA機器や自動車向けの売上が増加

・合理化による固定費削減効果から収益も大幅改善

売上：

 

+23.4%、営業利益：

 

+567百万円

ヒンジ

・ヒンジユニット販売は、海外電話機向けが売上減少、

 
ＰＣ向けが技術面・品質面の問題から計画未達成

売上：-14.0%、営業利益：-98百万円

（新セグメントでは、精密組立部品をヒンジに変更）

モーター

・季節家電新製品の売上げが好調

売上：+21.2%、営業利益

 

+91百万円

プラスチック

・OA機器向け販売が回復、ギヤインジェクショ等の

 
自動車向け製品の売上も増加

・合理化による固定費削減効果から収益も改善

売上：+23.6%、営業利益

 

+200百万円

第1Q

注）前期実績については、新セグメントベースに数値を組替え
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1-6.　所在地別売上高・営業利益（新セグメントベース）

営業利益

売上高
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（単位：百万円）
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第1Q 第1Q

11/3期10/3期
第1Q 第1Q

10/3期
第1Q

11/3期
第1Q

（単位：百万円）

日本
•ヒンジを除く3事業は、売上増加に伴いい

 
ずれも営業黒字化。ストロベリーの損失

 
が利益を相殺したものの、前年同期比で

 
は大幅に改善。

売上:+19.9%  ,営業利益: +561百万円

海外

・アジアはOA機器や自動車向けの精密

 
ばねやプラスチックの売上増加により増

 
収・増益。

• 米国は子会社売却により減収なるも、

 
合理化により黒字転換。英国は医療機器

 
や自動車向けの売上増加により黒字化。

売上:+16.0%  ,営業利益: +211百万円

＜前第1Qからの変動要因＞
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注）前期実績については、新セグメントベースに数値を組替え。旧

 
セグメントでは、第一化成のアジア子会社を日本に含めていたが、

 
取引の重要性が増したため、新セグメントでは日本から分離



8

1-7.　連結市場別売上高

（百万円）
10年3月期 11年3月期 増減

1Q 構成比 1Q 構成比 額 増減率

ＯＡ機器 1,816 27.0% 2,395 30.0% 579 31.9%

自動車機器 1,269 18.9% 1,585 19.9% 316 24.9%

携帯情報端末 846 12.6% 654 8.2% △192 △22.7%

AV・家電機器 383 5.7% 339 4.3% △44 △11.5%

精密機器 322 4.8% 426 5.4% 104 32.3%

PC・周辺機器 267 4.0% 306 3.8% 39 14.6%

医療機器 194 2.9% 240 3.0% 46 23.7%

その他 1,624 24.1% 2,025 25.4% 401 24.7%

合計 6,726 100% 7,974 100% 1,248 18.6% 
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2-1.  2011年3月期連結業績予想の修正

（百万円）

前回予想 今回予想 増減（額）

２Q累計 通期 ２Q累計 通期 ２Q累計 通期

売上高 14,800 31,000 15,800 31,000 1,000 -

営業利益 180 860 370 860 190 -

営業利益率 1.2% 2.7% 2.3% 2.8% 1.1% -

経常利益 20 520 210 520 190 -

当期純利益 80 420 270 420 190 -

注）通期業績予想につきましては今回修正を行っておりません。
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2-2.  修正の理由

◆２Q累計期間の業績予想は上方修正

　OA機器や自動車市場向けを中心に、国内および海外の精密ばね事業やプラ

 スチック事業において売上高の増加が見込まれ、営業利益、経常利益、四半

 期純利益が前回予想値を上回る見込み。

◆通期予想については修正せず

　事業全体の先行きが不透明であることおよび連結子会社であるストロベリー

 コーポレーションにおいて、現在業績改善に向けて経営合理化策を検討中であ

 るため。同社の合理化施策の内容と金額的な影響等が判明した段階で、通期

 業績予想を発表する予定。



株式会社アドバネクス
広報IR部
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3822 -

 
5865　　FAX：03 -

 
3822 -

 
5873　　

　　URL：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.advanex.co.jp 

（お問い合わせ先）
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